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丹後地区森林組合

京丹後市弥栄町吉沢940番地

☎ 0772- 65- 4670

令
和
元
年
度

第
二
十
四
回
通
常
総
代
会 

開
催

　
令
和
元
年
五
月
三
十
日
（
木
）
午

後
一
時
三
十
分
よ
り
、
丹
後
地
域
地

場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
（
ア
ミ
テ
ィ

丹
後
）
に
て
通
常
総
代
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
総
代
会
の
出
席
者
は
、
総

代
数
二
百
三
十
名
の
う
ち
、
本
人
出

席
七
十
三
名
、
書
面
議
決
書
に
よ
る

出
席
百
二
名
で
し
た
。

　
梅
田
武
範
代
表
理
事
組
合
長
の
開

会
挨
拶
に
よ
り
始
ま
り
、
ご
来
賓
の

京
都
府
丹
後
広
域
振
興
局
長
代
理
副

局
長 

前
田
尚
様
、
京
都
府
森
林
組
合

連
合
会
長
代
理
代
表
理
事
専
務 

森
井

一
彦
様
、
京
丹
後
市
長
代
理
副
市
長 

佐
藤
博
之
様
、
京
都
府
議
会
議
員 

森

口
亨
様
よ
り
、
祝
辞
を
お
受
け
し
た

後
、
議
案
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

　
皆
様
、い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。今
年
の
梅

雨
入
り
は
遅
く
、６
月
頃
ま
で
比
較
的
過
ご
し
や
す
い

天
候
が
続
い
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、ま
た
暑
い
夏
が

訪
れ
る
の
で
、体
調
管
理
に
は
十
分
気
を
付
け
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、そ
の
名
も
知
れ
た
鳥

取
県
の
名
峰「
大
山
」で
す
。皆
さ
ん
の
中
で
行
か
れ
た

事
の
あ
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。大
山

と
は
主
峰
を
弥
山（
１ 

７
０
９
ｍ
）と
す
る
独
立
峰

で
、そ
の
山
容
か
ら
伯
耆
富
士
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。中
国
地
方
最
高
峰
で
あ
り
、近
畿
地
方
か
ら
も
近

い
こ
と
か
ら
関
西
中
国
一
円
か
ら
登
山
客
が
訪
れ
賑

わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
身
近
な
山
で
す
が
、標
高
も
３ 

０
０
０
ｍ

級
の
ア
ル
プ
ス
に
比
べ
た
ら
低
く
、ど
う
せ
暗
い
森
に

覆
わ
れ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
と
見
く
び
っ
て
い
た
私
で

す
が
　 

、実
際
に
行
っ
て
み
る
と
そ
の
雰
囲
気
は
も

は
や
ア
ル
プ
ス
そ
の
も
の
で
、村
の
す
ぐ
後
ろ
に
そ
び

え
る
１ 

７
０
０
ｍ
の
迫
力
は
そ
れ
以
上
に
感
じ
ま
し

た
。

　
ま
た
、自
然
が
豊
か
と
い
う
表
現
で
は
足
り
な
い
ほ

ど
、「
生
物
多
様
性
」と
い
う
言
葉
が
こ
れ
ほ
ど
ピ
ッ
タ

リ
な
自
然
に
も
初
め
て
出
会
い
ま
し
た
！ 

中
腹
に
は

ブ
ナ
の
原
生
林
が
広
が
り
、山
頂
を
含
む
一
帯
が
大
山

隠
岐
国
立
公
園
に
も
指
定
さ
れ
て
お
り
、そ
の
指
定
植

物
は
な
ん
と
３
０
８
種
！ 

山
頂
付
近
に
は
８
ヘ
ク
タ

　
総
代
会
議
長
に
は
、
当
日
の
出
席

総
代
の
中
か
ら
、
大
宮
町
の
堀
育
夫

様
が
選
ば
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、

全
議
案
が
原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

ー
ル
の
ダ
イ
セ
ン
キ
ャ
ラ
ボ
ク
の
純
林
が
広
が
り
、国

の
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。植
物
だ

け
で
な
く
鳥
類
や
昆
虫
類
も
豊
富
で
、本
当
に
生
物
多

様
性
と
い
う
言
葉
を
形
に
し
た
よ
う
な
豊
か
な
生
態

系
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、地
形
的
に
も
面
白
く
、山
頂
付
近
に
は
緩
や

か
な
台
地
が
あ
り
、そ
こ
か
ら
延
び
る
木
道
は
ま
る
で

天
に
続
い
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
ま
す
！ 

独
立
峰
の

た
め
眺
望
も
良
く
、大
山
の
裾
野
か
ら
日
本
海
ま
で
遮

る
も
の
な
く
、見
渡
す
と
い
う
よ
り
、見
下
ろ
す
こ
と

が
で
き
る
の
も
大
山
の
特
徴
だ
と
思
い
ま
す
。

　
丹
後
か
ら
は
車
で
約
３
時
間
、コ
ー
ス
タ
イ
ム
も
登

り
３
時
間
、下
り
２
時
間
半
と
、ほ
ど
ほ
ど
に
は
疲
れ

ま
す
が
、近
場
で
と
て
も
良
い
山
だ
っ
た
の
で
、皆
さ

ん
も
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

・
・
・

・
・
・
・

上/梅雨頃咲き乱れるタニウツギ

下/天に延びる木道

六合目の見晴らし台。登山客で賑わいを見せている。

(^_^;),

,

,

み
　 

せ
ん

ほ
う
　
き

山頂にて
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平成 30 年度　決算報告書
貸借対照表

 [流動資産]

 [固定資産]

125,932

131,725,881

1,980,632

15,497,047

2,096,394

15,816

32,013

△ 2,266,497

3,683,305

16

903,650

12

15,324,053

1,497,856

21,408,892

353,000

7,460,000

1,348,000

8,808,000

149,207,218

30,569,892

179,777,110

資産の部 （円）
科　　目 小　　計 合　　計

 [流動負債]

485,934

9,365,239

1,165,600

0

445,345

61,089

5,064,512

206,000

16,793,719

6,438,293

23,232,012

負債の部

(平成31年3月31日現在）

（円）
科　　目 小　　計 合　　計

 [組合員資本]

46,824,000

67,524,372

8,206,662

49,648,000

106,141,710

755,388

156,545,098

156,545,098

179,777,110

純資産の部

損 失 処 理 案損 益 計 算 書

（円）
科　　目 小　　計 合　　計

Ⅰ 当期未処理損失金

　 1 当期損失金

　 2 前期繰越剰余金

　 3 役員退任積立金取崩額

Ⅱ 損失金処理額

　1 任意積立金取崩額

　　(1)損失補填積立金

Ⅲ 次期繰越損失金

8,249,662

0

43,000

8,206,662

8,206,662

8,206,662

0

（円）
科　　目 小　　計 合　　計

　１.事業総損益

　　  　(1)　収　益

　　  　(2)　費　用

　　 事業総利益

　２.事業管理費

　事  業  損  失

　３.事業外損益

　経  常  損  失

　４.特別損益

　税引前当期損失

　法人税及び住民税

　当期損失金

　前期繰越剰余金

　役員退任積立金取崩額

　当期未処理損失金

118,026,492

82,434,255
35,592,237

44,552,229

8,959,992

840,327

8,119,665

76,003

8,043,662

206,000

8,249,662

0

43,000

8,206,662

（円）(平成30年4月1日から平成31年3月31日まで）

科　　目 小　　計 合　　計

有形固定資産

建 物

機　械　装　置

車 両 運 搬 具

工 器 具 備 品

土 地

森 林

（有形固定資産計

無形固定資産

外部出資

系 統 出 資 金

系統外出資金

（外部出資金計

資　産　合　計

固定資産計

流動資産計

現　　　　金

預　　　　金

売    掛    金

未  　収    金

棚  卸  資  産

一 般 立 替 金

仮　  払  　金

退  職  資  金

　 流動負債計

 [固定負債]

　　負 債 合 計

買　  掛　  金

未　  払　  金

未 払 消 費 税

前  　受 　金

預  　り 　金

仮　  受　  金

出資配当預り金

未 払 法 人 税

　組合員資本合計

純 資 産 合 計

負債・純資産合計

出　　資　　金

利 益 剰 余 金 

（1）法定準備金

（2）任意積立金

（3）当期未処理損失金

資 本 準 備 金
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総
代
の
皆
様
、
お
世
話
に
な
り
、
　

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
二
十
四
回
通
常
総
代
会
提
出
議
案

第
一
号
議
案
　
平
成
三
十
年
度
事
業
報
告
書
、
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
損
失
処
理
案
、

　
　
　
　
　
　
注
記
表
、
お
よ
び
附
属
明
細
書
の
承
認
に
つ
い
て

第
二
号
議
案
　
令
和
元
年
度
事
業
計
画
設
定
に
つ
い
て

第
三
号
議
案
　
令
和
元
年
度
役
員
報
酬
の
決
定
承
認
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
一
、
理
事
の
役
員
報
酬
を
年
額
五
四
〇
万
円
以
内
と
し
、
各
人
の
額
は
理
事
会

　
　
　
　
　
　
　
に
一
任
願
い
た
い

　
　
　
　
　
　
二
、
監
事
の
役
員
報
酬
を
年
額
四
〇
万
円
以
内
と
し
、
各
人
の
額
は
監
事
会
に

　
　
　
　
　
　
　
一
任
願
い
た
い

第
四
号
議
案
　
平
成
三
十
年
度
借
入
金
最
高
限
度
額
決
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
最
高
限
度
額
一
〇
　
〇
〇
〇
万
円

第
五
号
議
案
　
余
裕
金
の
預
入
先
及
び
借
入
金
借
入
先
決
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
農
林
中
央
金
庫
、
京
都
銀
行
、
京
都
農
業
協
同
組
合
、
京
都
北
都
信
用
金
庫
、

　
　
　
　
　
　
京
都
府
森
林
組
合
連
合
会
と
す
る

，
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令和元年度府民参加型里山ふれあい事業

新規採用職員の紹介 地域でお困りの放置竹林はありませんか？

　本事業は京都府「豊かな森

を育てる府民税」を原資とし

て、放置森林において地元自

治会等が下刈りや間伐などの

里山林保全活動に取り組める

よう事前に行う基盤整備事業

です。

　事業費は1件あたり50万円

を上限とし、森林組合等の専

門事業体が委託を受け実施し

ます。応募には地元での合意

形成や各種書類の提出が必要

となります。

　お気軽にお問い合わせくだ

さい。

出資証券の名義変更等に
ご協力をお願いします

　現組合員さんが亡くなられ、出資証券
の名義がそのままになっていませんか？
その場合は、お問合せの上、早急に名義変
更の手続きをお願いします。住所の変更
等があった場合もご連絡ください。

人事短信

業務課長  大久保　弘行

平成３１年３月３１日付け　退職

総務課係長  辻　千代美

令和元年５月３１日付け　退職

募集締切について

第１期

第２期

第３期

７月３１日（水）

９月３０日（月）

１１月２９日（金） 作業後作業後作業後

作業前作業前作業前

宮田　志保里（久美浜町佐野）

 ４月より総務課でお世話になっており

ます。前職は保育関係の仕事をしており

ましたが、縁あって森林組合にお世話に

なることになりました。

　森林組合の経理事務などは初めてで

分からない事ばかりですが、早く覚えて

一人前になれるよう頑張ります。よろし

くお願いします。

土田　康人（丹後町成願寺）

　６月より業務課でお世話になってお

ります。地元は大阪ですが、丹後の豊か

な自然に魅力を感じ、２０年前に家族で

移住してきました。今ではすっかり丹後

人です。

　未来の丹後の森がもっと良くなるよ

うに日々頑張っていきますので、よろし

くお願いします。

糸井　小夜子（網野町下岡）

　６月より総務課でお世話になってお

ります。数年前に定年退職し、久々の再

雇用での仕事なので、フレッシュな気持

ちで森林組合の事業活動等に少しでも

お役に立てるよう頑張って参りたいと

思います。よろしくお願いします。

新たなメンバーで心機一転、健全な組合運営を目指していきたいと思っております。

よろしくお願い致します。
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丹後地区森林組合

京丹後市弥栄町吉沢940番地

☎ 0772- 65- 4670

令
和
元
年
度

第
二
十
四
回
通
常
総
代
会 

開
催

　
令
和
元
年
五
月
三
十
日
（
木
）
午

後
一
時
三
十
分
よ
り
、
丹
後
地
域
地

場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
（
ア
ミ
テ
ィ

丹
後
）
に
て
通
常
総
代
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
総
代
会
の
出
席
者
は
、
総

代
数
二
百
三
十
名
の
う
ち
、
本
人
出

席
七
十
三
名
、
書
面
議
決
書
に
よ
る

出
席
百
二
名
で
し
た
。

　
梅
田
武
範
代
表
理
事
組
合
長
の
開

会
挨
拶
に
よ
り
始
ま
り
、
ご
来
賓
の

京
都
府
丹
後
広
域
振
興
局
長
代
理
副

局
長 

前
田
尚
様
、
京
都
府
森
林
組
合

連
合
会
長
代
理
代
表
理
事
専
務 

森
井

一
彦
様
、
京
丹
後
市
長
代
理
副
市
長 

佐
藤
博
之
様
、
京
都
府
議
会
議
員 

森

口
亨
様
よ
り
、
祝
辞
を
お
受
け
し
た

後
、
議
案
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

　
皆
様
、い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。今
年
の
梅

雨
入
り
は
遅
く
、６
月
頃
ま
で
比
較
的
過
ご
し
や
す
い

天
候
が
続
い
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、ま
た
暑
い
夏
が

訪
れ
る
の
で
、体
調
管
理
に
は
十
分
気
を
付
け
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、そ
の
名
も
知
れ
た
鳥

取
県
の
名
峰「
大
山
」で
す
。皆
さ
ん
の
中
で
行
か
れ
た

事
の
あ
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。大
山

と
は
主
峰
を
弥
山（
１ 

７
０
９
ｍ
）と
す
る
独
立
峰

で
、そ
の
山
容
か
ら
伯
耆
富
士
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。中
国
地
方
最
高
峰
で
あ
り
、近
畿
地
方
か
ら
も
近

い
こ
と
か
ら
関
西
中
国
一
円
か
ら
登
山
客
が
訪
れ
賑

わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
身
近
な
山
で
す
が
、標
高
も
３ 

０
０
０
ｍ

級
の
ア
ル
プ
ス
に
比
べ
た
ら
低
く
、ど
う
せ
暗
い
森
に

覆
わ
れ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
と
見
く
び
っ
て
い
た
私
で

す
が
　 

、実
際
に
行
っ
て
み
る
と
そ
の
雰
囲
気
は
も

は
や
ア
ル
プ
ス
そ
の
も
の
で
、村
の
す
ぐ
後
ろ
に
そ
び

え
る
１ 

７
０
０
ｍ
の
迫
力
は
そ
れ
以
上
に
感
じ
ま
し

た
。

　
ま
た
、自
然
が
豊
か
と
い
う
表
現
で
は
足
り
な
い
ほ

ど
、「
生
物
多
様
性
」と
い
う
言
葉
が
こ
れ
ほ
ど
ピ
ッ
タ

リ
な
自
然
に
も
初
め
て
出
会
い
ま
し
た
！ 

中
腹
に
は

ブ
ナ
の
原
生
林
が
広
が
り
、山
頂
を
含
む
一
帯
が
大
山

隠
岐
国
立
公
園
に
も
指
定
さ
れ
て
お
り
、そ
の
指
定
植

物
は
な
ん
と
３
０
８
種
！ 

山
頂
付
近
に
は
８
ヘ
ク
タ

　
総
代
会
議
長
に
は
、
当
日
の
出
席

総
代
の
中
か
ら
、
大
宮
町
の
堀
育
夫

様
が
選
ば
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、

全
議
案
が
原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

ー
ル
の
ダ
イ
セ
ン
キ
ャ
ラ
ボ
ク
の
純
林
が
広
が
り
、国

の
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。植
物
だ

け
で
な
く
鳥
類
や
昆
虫
類
も
豊
富
で
、本
当
に
生
物
多

様
性
と
い
う
言
葉
を
形
に
し
た
よ
う
な
豊
か
な
生
態

系
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、地
形
的
に
も
面
白
く
、山
頂
付
近
に
は
緩
や

か
な
台
地
が
あ
り
、そ
こ
か
ら
延
び
る
木
道
は
ま
る
で

天
に
続
い
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
ま
す
！ 

独
立
峰
の

た
め
眺
望
も
良
く
、大
山
の
裾
野
か
ら
日
本
海
ま
で
遮

る
も
の
な
く
、見
渡
す
と
い
う
よ
り
、見
下
ろ
す
こ
と

が
で
き
る
の
も
大
山
の
特
徴
だ
と
思
い
ま
す
。

　
丹
後
か
ら
は
車
で
約
３
時
間
、コ
ー
ス
タ
イ
ム
も
登

り
３
時
間
、下
り
２
時
間
半
と
、ほ
ど
ほ
ど
に
は
疲
れ

ま
す
が
、近
場
で
と
て
も
良
い
山
だ
っ
た
の
で
、皆
さ

ん
も
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

・
・
・

・
・
・
・

上/梅雨頃咲き乱れるタニウツギ

下/天に延びる木道

六合目の見晴らし台。登山客で賑わいを見せている。
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み
　 

せ
ん

ほ
う
　
き

山頂にて


